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０８高物問－１ 

 

令和８年度長崎県公立学校教員採用選考試験 

高校物理 

 

※解答はすべて解答用紙の該当欄に記入すること。 

 

 以下の各問いに答えよ。 

 

 

問１ 図１のように密度ρ
0
の液体の中に、断面積S、密度ρで長さが lの円柱の物体が浮いている。密

度はρ
0
>ρとして、液面下に沈んでいる物体の長さxを、ρ

0
、ρ、𝑙 を用いて答えよ。ただし、重力加

速度の大きさをgとする。 

 

 

図１ 

 

問２ 図２のように水平面から高さLの滑らかな曲面上の点Aに静止している小球が初速度0で動き出

した。この小球が曲面に沿って運動し、曲面上で水平面から高さ l（ L＞ l）の点Bを通過すると

きの速さを答えよ。ただし、重力加速度の大きさをgとする。 

 

 

図２ 

 

問３ 振動数500HzのおんさAを、おんさBと同時に鳴らすと4［回／s］のうなりが生じた。次に、お

んさAに針金を巻きつけて振動しにくくすると、おんさBとの間のうなりの回数が減った。おんさ

Bの振動数を答えよ。 

１ 



０８高物問－２ 

 

問４ 図３のように抵抗値がrの電気抵抗A,B,Cが導線で接続されている。この回路に起電力がVの内

部抵抗の無視できる電池を接続したときに抵抗Aに流れる電流を求めよ。 

 

 

図３ 

 

問５ 図４は2本の直線状の電線を鉛直方向に平行に並べ、電流を流している様子を表す。電線Aには

鉛直上向きに電流を流し、電線Bには鉛直下向きに電流を流す。このとき電線Aのつくる磁場から

電線Bが受ける力の向きを鉛直上向き方向から見て解答用紙の図に矢印で示せ。 

 

 

図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



０８高物問－３ 

 
 

 以下の各問いに答えよ。 
 
 

問１ 水酸化カルシウムの性質や利用法の記述として最も適切なものを、次の中から１つ選び、記号

で答えよ。 

 

ア．石灰石や大理石として天然に存在する。加熱すると分解してCaOとCO2になる。 

イ．生石灰とも呼ばれる。水と反応してアルカリ性を示す物質に変わる。 

ウ．消石灰とも呼ばれる。酸性土壌の中和剤や建築材料の原料に利用される。 

エ．セッコウとして天然に存在する。水に溶けにくく、建築材料や医療用素材として利用されてい

る。 

 

問２ 次の（ａ）～（ｅ）の各文に関連が深い化学の基礎法則の組合せとして、最も適切なものを、

下の中から１つ選び、記号で答えよ。 

 

（ａ）同温・同圧で窒素1 Ｌと水素3 Ｌが反応したところ、アンモニアが2 Ｌ生成した。 

（ｂ）一酸化炭素では炭素と酸素の質量比は3：4であり、二酸化炭素では炭素と酸素の質量比は3：

8である。よって、一定量の炭素の質量に対する酸素の質量比は、一酸化炭素と二酸化炭素では

1：2になる。 

（ｃ）水の水素と酸素の質量比は1：8になる。 

（ｄ）同温・同圧で、水素22.4 Ｌと酸素22.4 Ｌに含まれる分子の数は等しい。 

（ｅ）酸化銀(Ⅰ)232 gを加熱したところ、銀216 gと酸素16 gに分解した。 

 

 （ａ） （ｂ） （ｃ） （ｄ） （ｅ） 

ア 質量保存の法則 定比例の法則 倍数比例の法則 アボガドロの法則 気体反応の法則 

イ 気体反応の法則 倍数比例の法則 定比例の法則 アボガドロの法則 質量保存の法則 

ウ 質量保存の法則 定比例の法則 倍数比例の法則 アボガドロ定数 気体反応の法則 

エ 定比例の法則 倍数比例の法則 気体反応の法則 アボガドロの法則 質量保存の法則 

オ 気体反応の法則 倍数比例の法則 定比例の法則 アボガドロ定数 質量保存の法則 

 

問３ 図は、体心立方格子の単位格子を表した模式図である。単位格子の

１辺の長さをa、原子半径を rとしたとき、原子半径 rを表したものとし

て、最も適切なものを、次の中から１つ選び、記号で答えよ。 

 

   ア．
√2

4
a   イ．

√2

6
a   ウ．

√3

4
a 

   エ．
√3

6
a   オ．

√3

8
a 

  

２ 

図 



０８高物問－４ 

 

問４ メタンCH4とプロパンC3H8の混合気体を十分な酸素で完全燃焼させたところ、二酸化炭素が標

準状態(0℃、1.013×105 Pa)で28 Ｌ、水が39.6 g生成した。混合気体中のメタンの物質量は何mol

か。最も適切なものを、次の中から１つ選び、記号で答えよ。ただし、メタンCH4およびプロパ

ンC3H8の完全燃焼は次のように表され、原子量はＨ＝1.0、Ｃ＝12、Ｏ＝16とする。 

 

 CH4＋2O2 ―→ CO2＋2H2O 

 C3H8＋5O2 ―→ 3CO2＋4H2O 

 

ア．0.15   イ．0.30   ウ．0.40   エ．0.80   オ．1.2 

 

問５ 次の反応のうち、酸化還元反応でないものはどれか。次の中から１つ選び、記号で答えよ。 

 

ア．NaCl＋H2SO4 ―→ NaHSO4＋HCl 

イ．2H2S＋SO2 ―→ 2H2O＋3S 

ウ．Cu＋4HNO3 ―→ Cu(NO3)2＋2H2O＋2NO2 

エ．2C2H6＋7O2 ―→ 4CO2＋6H2O 

オ．Fe＋2HCl ―→ FeCl2＋H2 



０８高物問－５ 

 
 

 生物の遺伝情報について、図は遺伝情報の流れを模式的に示したものである。以下の各問い

に答えよ。 
 

 

 

図 

 

問１ 生物の遺伝情報は、図のようにＡ、Ｂ、Ｃの順に一方向に伝達される。このことを何というか。 

 

問２ Ａ～Ｃにあてはまる物質名を答えよ。 

 

問３ 図中の①、②の過程は何と呼ばれるか。漢字２文字で答えよ。 

 

問４ Ｂの遺伝情報である塩基配列は、Ｃを合成する際に何の配列に読みかえられるか答えよ。 

 

３ 



０８高物問－６ 

 
 

  
 

 

問１ 図１の①～④は、地層の上下を判定することのできる堆積構造を示したものである。上下の判

断が誤っているものを選び、番号で答えよ。 

 

 

上 

 

 

 

下 

① クロスラミナ 

 

② 級化構造 

 

③ リプルマーク 

 

④ 巣穴 

 

 

図１ 

 

問２ ごく浅い深さで地震が発生した。震源から18km離れているA地点のP-S時間は3秒であった。

この地震のB地点のP-S時間が12秒であったとき、B地点の震源距離は何kmとなるか整数で答え

よ。ただし、この地域のP波速度とS波速度は一定であるものとする。 

 

問３ 地球内部の地震波の伝わり方を見ると、震源からの角距離103°～143°にP波とS波が観測され

ない領域がある。これを何というか。 

 

問４ 図２は、黒点数の変化を1650年から2000年までの変化を連続的に観測した結果を示している。

1700年から2000年の間の黒点相対数の周期は何年か。整数で答えよ。 

 

  

図２ 

４ 



０８高物問－７ 

 

問５ 図３のａ～ｃの化石は示準化石である。これらの化石を古い順に並べたものとして正しいもの

を下の①～⑥の中から1つ選び、番号で答えよ。 

 

a 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビカリア 
 
温暖な浅い海に生息する巻

貝の仲間 

b 

 

 

 

 

 

 

 

 

イノセラムス 
 
海洋に生息する二枚貝  

c 

 

 

 

 

 

 

 

 

カヘイ石（ヌンムリテス） 
 
浅い海に生息する大型の有

孔虫 

 

図３ 

 

 古い        新しい 

① a b c 

② a c b 

③ b a c 

④ b c a 

⑤ c a b 

⑥ c b a 

 



０８高物問－８ 

 
 

 次の文を読んで、以下の各問いに答えよ。以降重力加速度の大きさをgとする。 

 

 

問１ 図１のように、なめらかで水平な床の上に質量mの小物体を置き、ばね定数kの軽いばねの一端

を取り付ける。ばねの他端はばねが水平になるように壁に固定する。水平右向きにx軸をとり、ば

ねが自然長のときの小物体の位置を原点O（x＝0）とする。小物体を図１の位置A（x＝4a）まで

動かして静かに放したところ位置B（x＝−4a）で１度停止し、位置Aに戻る単振動をした。小物体

を放した時刻をt＝0とする。 

 

（１）加速度をαとして位置xにおける小物体の運

動方程式を答えよ。 

 

 

（２）小物体の速さの最大値を答えよ。 

 

（３）小物体が動きはじめてから、最初に位置Bに

達する時刻を答えよ。 

 

問２ 問１において小物体と床の間に摩擦がある場合を考える。図２のA（x＝4a）の位置まで引っ張

り静かに放した。小物体を放した時刻をt＝0として、小物体のx座標と時刻tのグラフを図３に示

す。小物体は時刻t1に点C（x＝-3a）で一度停止し、その後、運動の方向を右向きに変え、時刻t2

になるまで運動し座標x2の位置で停止した。小物体と床との間の動摩擦係数をμ'とする。 

時刻t＝0からt＝t1の間の運動を考える。 

 

（１）この運動中の座標xにおける小物体の運動方

程式は加速度をβとしてmβ＝-kx（ ア ）μ'mg

と与えられる。（ ア ）に入る符号（＋、－）

を答えよ。 

 

（２）この単振動の振幅をaのみを用いて答えよ。 

 

（３）小物体の速さの最大値を、m、k、aを用いて

答えよ。 

 

（４）時刻t1をm、k、πを用いて答えよ。 

 

次に時刻t＝t1からt＝t2の間の運動を考える。 

 

（５）この運動中の座標xにおける小物体の運動方

程式は加速度をγとしてmγ＝-kx（ イ ）μ'mg

と与えられる。（ イ ）に入る符号（＋、－）

を答えよ。 
 

（６）図３における、時刻t＝t1 + t2
2

 での小物体の位置x1をaのみを用いて答えよ。 

 

図１ 

 

図２ 

 

 

図３ 

５ 

小物体 

C（-3a） 



０８高物問－９ 

 
 

 次の文章の(   )の中に入る適当な式や数値を答えよ。 

 

 

単原子分子理想気体の圧力を、気体を構成する分子の運動から考える。1辺の長さL［m］の立

方体の容器の中に、質量m［kg］の分子がN個自由に飛び回っている。図のように、気体分子の

速度をv⃗ ＝(vx,vy,vz)とするとし、x軸方向の速度成分vxについて考える。この分子がx＝L［m］の

位置にx軸と垂直にある壁Sxに弾性衝突したとする。壁に1回衝突するときの分子の運動量変化は

（ ア ）であり、衝突により壁が受ける力積は（ イ ）となる。気体分子は、t［s］間に壁Sx

と（ ウ ）回衝突するので、壁Sxがt［s］間に気体分子から受ける力積は（ エ ）である。ま

た、壁が1個の分子から平均的に f［N］の力を受けているとすると、t［s］間に1個の分子が壁に

及ぼす力積はft［N・s］と書かれることから、１個の分子が壁に及ぼす力f［N］は（ オ ）と

書ける。 

 壁Sxが容器内全ての気体分子から受ける力を計算するためには、（ オ ）の力をN個の気体分

子について足し合わせればよい。N個の分子の速度vxの2乗の平均値をvx
2̅̅ ̅とすると、壁Sxが受ける

圧力p［Pa］は、（ カ ）と表される。ここで分子の速度の2乗の平均値v2̅̅ ̅は𝑣𝑥
2̅̅ ̅,𝑣𝑦

2̅̅ ̅,𝑣𝑧
2̅̅ ̅を使って

表すとv2̅̅ ̅＝（ キ ）となる。また、重力の影響を考えなければ、分子の熱運動はどの向きにも均

等なので、vx
2̅̅ ̅ = vy

2̅̅ ̅＝vz
2̅̅ ̅となり、この関係を使うとvx

2̅̅ ̅はv2̅̅ ̅を用いてvx
2̅̅ ̅＝（ ク ）となる。この結果

から壁Sxが気体分子から受ける圧力p［Pa］はv2̅̅ ̅を使って表すとp＝（ ケ ）となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この容器を2つ準備し、温度が等しい（分子の速度の2乗の平均値v2̅̅ ̅が等しい）2つの単原子分

子理想気体として、1.0［mol］のヘリウム分子（分子量4）と2.0［mol］のネオン分子（分子量

20）を各容器にそれぞれ入れるとする。このとき、2.0［mol］のネオン分子から壁Sxが受ける圧

力は1.0［mol］のヘリウム分子から壁Saが受ける圧力に対して（ コ ）倍の大きさであること

が（ ケ ）より予測できる。 

６ 

図 



０８高物問－１０ 

 
 

 次の文を読んで、以下の各問いに答えよ。 

 

 

問１ 図１のように、2つの十分に狭いスリットS1、S2が短い間隔2Sで並んだ複スリットがある。こ

の複スリットと平行になるようにスクリーンが置かれ、この間の距離はLである。S1S2の垂直二

等分線とスクリーンの交点をOとする。複スリットに図１の左から右に向かって波長がλの単色光

が進んでいる。単色光は平面波とし、波面は複スリットと平行になっており、この装置は空気中

にある。空気中での光速をcとする。（ ア ）～（ カ ）にあてはまる数式または語句をそれ

ぞれ答えよ。 
 

 

図１ 

 

スクリーン上で点Oから図中上方に距離∆dはなれた点Pに到達する2つの光について考える。S1

からPまでの距離をL1P、S2からPまでの距離をL2Pとし、三平方の定理を用いてL1P、L2Pを表すと、

L1P = √L2＋（ ア ）
2
、L2P = √L2＋（ イ ）

2
となる。また、近似式（1＋y）

n
≒1＋ny（|y|≪1）

を用いて平方根を外すと、L1P − L2P =
2S∆d
L

（…①）となる。 

S1とS2から同時に出た光の波面がそれぞれスリットを出てから点Pに到達するまでに要する時

間をt1、t2とする。①であることを用いるとt1－t2＝（ ウ ）となる。 

( ウ )の間に光はS、∆d、L、λを用いると、（ エ ）波長分進むことになる。 

以上のことから、点Pの位置が明線である条件をS、L、λ、mを用いて表すと、∆d＝（ オ ）

となる。ただし、m＝0、1、2、⋯とする。  

この実験ではスクリーン上に明線と暗線が交互に並ぶ。単色光として赤色の光を用いた場合と

紫色の光を用いた場合を比較すると，明線の間隔が広くなるのは（ カ ）色の場合である。 

７ 



０８高物問－１１ 

 

問２ 次に図２のように複スリットのスクリーン側に透明な薄膜f1、f2をそれぞれS1、S2の前に置い

た。f1、f2の厚さはともに lであり、波長λにおける屈折率はf1はn1、f2はn2であり、n2＞n1とする。

薄膜を置くことにより明線の位置は変化した。空気の屈折率を1とする。 

 

（１） 光がf1の中を進むときの光路長とf2の中を進むときの光路長の差は空気中の光の波長の何

倍か、λ、n1、n2、lを用いて答えよ。 

 

（２） 問１のときに点Oで観測された明線は点OからΔd’だけ図中上方の点P’に移動した。Δd’を求

めよ。 

 

 

図２ 

 

 

 


